
議 事 第１号議案 令和７年度事業報告の件 

令和 7年度事業報告 

（自 令和 7年 4月 1日～至 令和 8年 3月 31日） 

【総括的事業状況】 

法人会は“税のオピニオンリーダーたる経営者の団体である”との理念のもと、社会全体への貢献を目指し、税

を中心とした事業の一層の活性化と、適正・効率的な運営に努め、法人会活動の充実に努めてまいりました。 

特に、今後の税制改正について、全法連や県連と連携し、税制改正に関するアンケート調査を行い、その結

果によりまとめられた「令和 8年度税制改正提言書」を、国、県、市に提出し要望活動を行ってまいりました。 

また、本会と支部の法人会活動を通じて、税制に限らず、経済、経営、人材育成等セミナーを開催し、広く管

内企業へ経営支援事業を実施するとともに、環境美化活動等や次世代への税知識理解のための事業を行う等、

社会貢献活動にも積極的に取り組んでまいりました。 

また、会員基盤の強化のため、関係機関の協力のもと、会員増強運動を強力に推進してまいりました。 

次に、項目ごとの事業について説明いたします。 

まず、公益事業については次のとおりです。 

（１）『税知識の普及に関わる事業（公１－１）』については、 

・ 「決算説明会」や「新設法人説明会」に加えて「年末調整説明会」を開催し、税情報の発信と法人会が推奨

する「自主点検チェックシート」の活用やキャシュレス納付の推進について説明を行いました。 

・ 「税務研修会」については、本会・支部役員及び委員を対象とした「役員・委員研修会」を、また、女性部会 

や各支部主催による税務研修会等を開催して、税知識の向上に努めました。 

・ 次世代への税知識の理解を高めるために実施した小学生への「租税教室」には、管内の小学校 11 校へ青

年部会から講師を派遣、また、税に関するテキスト等資料の配布を行いました。 

・ 広報誌“かぬまにっこう”やホームページを活用して、広く税情報や地域情報の発信に努めました。 

（２）『納税意識の高揚に関わる事業（公１－２）』については、 

・ 女性部会が中心となり、「第 14回税に関する絵はがきコンクール」を実施、管内の小学校 21校から 407の

応募作品があり、審査会を開催して金賞他各賞を決定、管内各所で入賞作品の展示を行い、税への関心

の高揚に努めました。 

（３）『税の研究調査・提言に関わる事業（公１－３）』については、 

・ 「税制改正に関するアンケート調査」を行い、その内容をもとに全法連において作成された「令和 8年度税 

制改正に関する提言書」を、地元自治体（市長、市議会議長、教育長）、並びに、地元選出国会議員に提出 

し、税制改正についての提言要望を行いました。 

・ 税に関する調査研究のため、全法連主催の「第 41回法人会全国大会高知大会」、「第 19回法人会全国 

女性フォーラム北海道大会」「第 39回法人会全国青年の集い山梨大会」に参加いたしました。 

（４）『地域企業の健全な発展に資する事業（公２）』については、 

・ 企業にとって関心の高いテーマである経営や経済、人材育成に主眼をおいた講演会や講習会を開催いた

しました。また、インターネットセミナーには、企業や一般の方々に幅広く活用いただきました。 
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（５）『地域社会への貢献を目的とする事業（公３）』については、 

・ 社会貢献事業として、支部女性部が中心となり、「花いっぱい運動」「花でおもてなし事業」「クリーンキャンペ 

ーン」等の環境美化活動や「いちごプロジュクト事業」（節電啓発事業）を行いました。 

・ 公開講演会には、「読売新聞特別編集委員 橋本五郎氏」をお迎えし『いま政治に求められるもの』というテ

ーマで、181名の方に聴講いただきました。 

次に、共益事業（会員間の交流、会員の福利厚生に資する事業）については、下記のとおりです。 

（１）会員間の親睦を深めるため、第 13 回会員親睦ゴルフ大会や会員交流会等を実施しました。また、支部に

おいては、役員懇談会や視察研修会を実施いたしました。 

（２）法人会の組織基盤強化のため「会員増強運動」を強力に進めるともに、財源ともなっている「法人会独自の

福利厚生制度」の普及について、提携保険会社の協力を得て加入促進に努めてまいりました。 

以下、項目別状況について、ご報告させていただきます。 

 

１．組  織 

（１）会員の状況                                                  （単位：社） 

 

支   部 

期首（令和 7年 4月 1日） 期     中 期末（令和 8年 3月 31日） 

 会員数 

(賛助会員含) 
加入率（％） 入 会 退会(△) 

管内 

移動 

増減

（△） 

会員数 

(賛助会員

含) 

加入率（％） 
 

 鹿   沼 829 40.5  26 △42 0 △16 813 40.0  

 粟   野 67 49.3  1 △1 0 0 67 50.0  

 エリア計 896 41.0  27 △43 0 △16  880 40.6  

 今   市 414 39.8  9 △15 0 △6  408 39.6  

 日   光 246 60.4  2 △5 0 △3 243 60.8  

 藤原栗山 122 48.2  2 △4 0 △2  120 47.4  

 足   尾 25 83.3  0 △1 0 △1 24 88.9  

 エリア計 807 46.7  13 △25  0 △12 795 46.5 

 合   計 1,703 43.5  40 △68  0 △28 1,675 43.2  

   ＊青年部会 会員数  令和 8年 3月 31日現在   73名（前年対比 4名減） 
   ＊女性部会 会員数  令和 8年 3月 31日現在  155名（前年対比 7名減）  

（２）役員の状況（令和８年 3月 31日現在）                                （単位：名） 

  役 職 名 人  数 役 職 名 人  数   

  会  長 1 理  事 37   

  副 会 長 6 監  事 2   

  専務理事 1 合  計 47   
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